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今回上顎に発生した悪性厳癌で小細胞癌が疑われた症

例を経験 したので,その概要を若干の考察を変えて報告

する.

症例 :52才,男性.昭和59年外科担当医より右額部の

腫脹を指摘されるが,自覚症状がないためそのまま放置,

その後右顔面部に軽度自発痛,知覚異常を認め,鼻出血

も出現 したため,昭和62年5月7日当鮮紹介来院.

病坪組織所見および電顕にて SFJCRETAR＼･'様 CRI

ANULEが認められ,全身検索にて異常所見がない こ

とから,上顎原発の小細胞癌が疑われた.化学療法,放

射線療法にて鷹慶は縮小するが,平成 1年6月左側頭落

下の腰轟が右側と同様の組織を示し,転移または再発が

疑われ左側をこ化学療法,放射線療法施行.現在腹部への

転移が疑われている.

21当科における過去15年問(JTl悪件腫鳴患晋の

臨昧統計的観察 用 :-上皮件悪件腫鳴患者に
ついて)

成田 保之 食土用 幸三
加藤 譲治

日本歯科大学
新 潟歯学 部
第二口腔外科

過去15年間に当村を受診 Lた.WHOで定める上皮
性悪性陣場とさ吊こ白血病を除いた,いわもJ)る非上皮性

悪性感療患者について臨床統計的観察を行なった.その

結果32名,32症例で,顎口腔領域全悪性腰痛の9.3%で

あり内訳は悪性リソバ腰15例,悪性黒色腰6例,横紋筋

肉腫3例,悪性線維性組織球瞳,軟骨肉腫.多発性骨髄

腫各2例,線維肉感,平滑筋肉腫各 1例だった.性別で

は男性2O名,女優12乳 当科初診時平均年齢は.男性48.7

才､女性58.3才であった.主に軟部組織腫壕について

は,数回の生検をこもかかわらず確定診断を得るまでの期

間を要した.治療法は,悪性 りンべ陸では放射線上化学

療法が,その他の症例では,外科療法を基本とし,悪性
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黒色腫では,免疫療法を積極的に施行してし､た.その結

乳 非上皮性悪性腫壕全体では,Kaplan-Meicr法;こよ

る5年生存率は44.1%.粗生存率42.1撃｡Jであったが,

疾患別では悪性黒色腫の平均生存斯間は323.5F]であ-1

た.

31口腔領域への転移性肺癌
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最近16年間に経験 した他領域かい'')LJ腔転移3例に一~-

いて報告した.症例ュ:71歳,女性.初診 :昭和51年10

月26[ヨ.既往歴 :4年前に胃癌 (腺癌トーt:.亜全摘受けた.

現症 :5-7に肉芽様cT)瞳癖を認八一〕る.組織診 :分化型

腺痛.症例2:78歳.9紺三.初診 :昭和6的:-:1月24日.

既往歴 :6ケ月前をこ胸部中部食道癌 (扇平上皮癌)で放

射線治療を受けた.現症 :石顎角部か小児手拳大に腫脹.

(T にて右内外側輿実筋.嘆肪部に陸将を認恥 骨には
吸収たし.組織詮 :低分化型扇平上皮癌.症例3:74歳,

男性.初診 :平成元年5月12日.主訴 :右顎角部の無痛

性瞳帳.Cl'所見:右下顎枝は膨降し,睡癌実質を含む.

生検にて/I)化型腺癌の像を得,尿検査所見から泌尿器科

受診させ､前立腺癌の転移と確定診断した.除寧術を施

行後, fr諏枝の膨隆は縮小.CT 所見で同部は石灰化が
著明iこ進行L また嚢胞様となる.同部LT)生検で腫埼細

胞を認めない.経過観察中.

4)購靴癌循抱の増 殖 能に関す る研究

谷川 硬質 ･冨田 善摩
掛 目 勉 ･佐藤昭太郎 し新潟入学泌尿器科1)

本山 悌- 砂渡辺 英伸 ( 同 筆-病理)

我々は BrdUの勝耽内牧 を･により,移行上皮癌の増

殖能を検討したので報喜する.勝眺移行上皮癌にて勝眺

全摘術を施行さわた症例を16例を対象とした.方法は蹄

耽内に BrdU500mgを生埋食塩水50mlに溶解授与

し,傍聴摘出後陣壕部及び正常部を,700oJITItコ-JLに

て2Ll時間間産後べニケ7(ン包埋 し抗 BrdUモ ノ')ロー

ナノ1抗体を用い免疫組織化学染色した.この標本上で標

識率 (lJH を貸出し.また標識細胞の分布,部位につ

いて険討 した.移行｡上皮癌 grade1,2,3の LIはそ

れぞれ平均6.05,13.6,21.65/06で,標識細胞はgrade

1,2では基底層から中間層にムらh grade3では全

層に認めtT)わた.また乳頭状腫癌では間質の血管内皮に

転標識細胞が認められ 発育様式-の関与がうかがわれ

た.


